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各  位 
                                                                 平成 25 年 11 月 8 日 

 
会 社 名 ナ ビ タ ス 株 式 会 社 
代 表 者 名 代表取締役社長 上野良武 

(JASDAQ コード番号 6276) 
問 合 せ 先 取締役管理部長 眞柄光孝 
電 話 番 号 (072)244-1231 

 
 

平成 26 年３月期第２四半期累計期間(連結・個別)業績予想との差異に関するお知らせ 

 
平成25年５月15日に公表いたしました平成26年３月期第２四半期(平成25年４月１日～平成25年９月30

日)の業績予想について、下記の通り差異が生じましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 
１． 平成26年３月期第２四半期累計期間業績予想数値の修正(平成25年４月１日～平成25年９月30日) 
  
(連結) 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 百万円 百万円 百万円 円

前回発表予想 (A) 2,000 102 127 94 21.94

実績値 (B) 1,752 89 113 76 17.90

増減値 (B-A) △247 △12 △13 △17   

増減率 (%) △12.4 △12.4 △10.6 △18.4   

(ご参考)前期第 2四半期実績
(平成25年 3月期第2四半期)

1,843 131 141 92 20.86

 
 （個別） 

  売上高 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 百万円 百万円 円 

前回発表予想 (A) 905 45 40 9.33 

実績値 (B) 868 73 68 15.93 

増減値 (B-A) △36 28 28   

増減率 (%) △4.0 63.9 70.7   

(ご参考)前期第 2四半期実績
(平成25年 3月期第2四半期)

847 55 47 10.69 

 
２．差異の理由 
   個別業績におきましては、政府の金融財政政策により経済環境は緩やかな回復の兆しが見られます

が、当社の主要取引業界では依然として設備投資に慎重姿勢が残る影響を受け、当社の売上もやや予
想を下回りました。しかし、コスト削減と固定費の削減を推し進めることにより、経常利益及び当期
純利益が予定を上回る結果となりました。 

連結業績におきましては、アミューズメント関連業界における国内連結子会社の売上高と中国の関
連会社の売上高が減少しました。その影響を受け、一層の経費削減を推し進めましたが、連結業績の
営業利益、経常利益、当期純利益につきまして、当初予想を下回る結果となりました。 

 以上 


